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 細胞骨格を形成するタンパク質は線維構造を形成しヌクレオチドを加水分解しながら動力を発する。こ

のタンパク質線維は動態を有し、遺伝子分配や細胞形態の維持など様々な局面で重要な役割を果た

す。微小管線維は性質の異なる末端をもつ極性構造をとることで細胞の分極や形態を制御するが、この

極性は微小管末端結合タンパク質により制御される。本課題では植物由来微小管マイナス端結合タン

パク質 Spiral2 が微小管の末端に結合することでどのように線維の動態制御を行うかを明らかにすべく

高速 AFM による観察を行った。まず微小管シーズを脂質膜上に固定化することを試みた。脂質 2 重膜

に正電荷脂質（DPTAP）を利用することで静電的に安定に吸着させることができたが、微小管の持続長

が長いため塩濃度によっては微小管が分断されることが頻発した。そのため、塩濃度と DPTAP の配合

の組み合わせを検討することで微小管シーズを穏やかに基板に載せることができた。ここにさらに

Spiral2を添加することで微小管への相互作用を解析した。 

 また高速 AFM 観察において、微小管のプラス端とマイナス端を判別することが困難であることから、

高い親和性で末端に特異的に結合する人工タンパク質を利用して、微小管を末端標識することを試み

た。微小管と同じ径をもつビーズに微小管結合性人工タンパク質を結合させたところ、効率は悪いが微

小管の末端標識を行うことができた。今後はこの手法を改良して、末端標識法を確立することを目指

す。 
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